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２００９年度第１回定例会のご案内
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家族は、かけがえのないものです。子どもに発達障害があることを知ったあと、私たちには定型発達の子どもだけの家族とは異なる努力が求められることがあります。

布柴先生は、「家族支援」がご専門の臨床心理士で、カウンセラー養成の分野でも活躍しておられます。勤務先の東北工業大学では、学生相談センターの相談員をつとめています。

発達障害があるか、あるいはそれが疑われる学生に対して、大学でどのような支援が行われているかをご紹介いただきながら、家族の営みについて、アドバイスをしていただきます。
【日　時】２００９年７月１２日（日）午後１時３０分開会～午後４時３０分まで
【会　場】仙台市・青年文化センター　エッグホール
　　　　　（地下鉄・旭ケ丘駅下車、仙台市営バス・旭ヶ丘ターミナル下車。駐車場有＝有料）
【日　程】
◎講　　演　　　講師＝布柴靖枝氏（臨床心理士、東北工業大学准教授）
　　　　　　　　　　質疑応答も含めて約９０分、１５時前後までを予定しています。

◎ＤＶＤ上映　　ＤＶＤ「ジョブコーチって、どんな仕事？」（上映時間３４分）
ジョブコーチの活動を紹介します。発達障害のある人の就労には何が大切か、就労をどう準備しサポートするか、近年普及している特例子会社の実例がわかります。ＤＶＤは、このあと貸し出しします。この日に欠席する人も、後日に自宅で視聴できますからご活用ください。
◎グループ　　年齢別グループの討論と情報交換の時間（３０分前後）

家族と家族支援について


―大学での相談から見えること―








＊アンケート調査へのご協力のお願い


「シエルの会」が参加している「発達支援ひろがりネット」は、宮城県内の保護者にご協力をお願いして、特別支援教育についてのアンケート調査を行います。①保護者がニーズや意見を記入する用紙、②高校の課程に在学中か、近年卒業したお子様が、高校生活について記入する用紙（保護者の聞き取りも可）の２種類。定例会で配布し、７月末までの返送をお願いします。


宮城県の教育行政等に役立てていただくため、８月末までに集計し結果を発表します。定例会を欠席する人で協力可能な人は中嶋副会長（メール� HYPERLINK "mailto:renna@ma.mni.ne.jp" ��renna@ma.mni.ne.jp�  電話・FAX 022(376)8070）までご連絡ください。








